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｢伝え合う力を高める授業」実現のための基礎作業
一先行文献におけるく実践のポイント〉の分類一

折川司

AFundamentalStudyoflmprovementofAmitytoUnderstand
DeeplyEachOtherthroughLmgmgeCommⅢication

-ClassificationofPointofPractices-

TsukasaOmKAWA

１研究の目的と方法

(1)問題の所在と研究の目的

平成１０年に告示された学習指導要領には,国

語科学習指導における核となる概念として，新

たに「伝え合う力」という用語が示された。

物質的な豊かさが生活の中に浸透し，音声や

文字による双方向的な関わりを他者との間に別

段展開しなくとも生きていくことが可能となっ

た現代においては，対人的な社会経験の不足し

ている状態にある子どもが生まれ始めている

（樋口,2006)。そのような状況においては，他

者との関わり，それも特に相手の息づかいを感

じながらの直接的な関わりの中で，思考や,情報

をやりとりし，新たな思考や価値を生み出して

いくためのカー伝え合うカーを子どもたちに身

につけさせていくことは非常に重要なことであ

る。そのため平成１０年の告示以降，この「伝え

合う力」を高めるための学習指導のあり方が，

国語教育喫緊の課題として多くの研究者及び実

践者によって精力的に模索されてきた。

しかしながら，「伝え合う力」という用語が登

場しておよそ１０年を経て,伝え合う力を高める

授業を実現するための実践のポイントへの認識

と，その履行が国語教育の現場において若干暖

昧になってきた感は否めない。言語力の向上が

多方面から強く要請されている現在，伝え合う

力の育成を目指す実践上のポイントを今一度確

認し，整理し直すことができれば，その成果は

実際に学習指導にあたる実践者にも寄与できる

ものとなるに違いない。

(2)研究の方法

本稿においては，国語科教育実践者に向けて

示された複数の論文の中から，伝え合う力を高

める授業に求められる要素要件（実践上のポイ

ント）を抽出調査し，分類整理を試みる。

そして，伝え合う力を高める実践の場におい

ては，どのような点を押さえていく必要がある

のかということを明らかにしていく。

２分類整理の対象

次頁以降に示した表（表１から表３）は，管

見した限りにおける「伝え合う力を高めるため

の国語科学習指導｣に関する各研究者の言説(の

べ112）を整理したものである。’）２）

この整理作業を行うにあたって対象とした資

料は,次のような範囲において限定されている。

F孑豪寶河
.「国語教育研究」日本国語教育学会編

．「教育科学国語教育』明治図書

.「実践国語研究』明治図書

本稿においては，伝え合う力を高める授業を

成り立たせるための実践上のポイントを明らか

にすることに焦点を定めているため，主に国語

平成１９年１０月１日受理
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科教育の実践者を読者とする上記３誌を資料と

して取り上げる。

F豫語ラヨ
分類整理においては，上記３誌に掲載されて

いる研究論文の中から「国語科学習指導におけ

る伝え合う力の育成（校種，文字・音声の別を

問わない)」に関する研究者3）の言説を対象と

する。今回は，本文中もしくは論文タイトルに

「伝え合う力」「伝え合い」といった明確な記述

があるものに限って分類整理の対象として扱い，

「コミュニケーション」「対話｣等の類似した表

現で表されたものは取り上げない。４）

厨豪雨i詞
対象期間は，教育課程審議会の答申が示され

た平成１０年７月２９日から３カ年（1998年７月

２９日-2001年７月２８日）とした。

関連を簡略化して示すと次のようになる。

く伝え合いの【前提】に関わるポイント群〉

ａ伝え合う内容が明確であること

ｂ伝え合う相手が明確であること

ｃ互いの異質性が尊重されていること

。伝え合う場（状況・条件）が用意されてい

ること

ｅ伝え合う目的を理解していること

ｆ伝え合う手段・方法をもっていること

ｇ伝え合いが綿密な指導計画に基づいている

こと

ｈ表現と理解に関する基礎的な力が身につ

いていること

く伝え合いの【実際】に関わるポイント群〉

ｉ知識や考えを交流させ，相互に影響し合う

こと

ｊ言語活動が双方向性をもっていること

ｋ多様な言語活動が関連づけられているこ

と

ｌ日常的に活動が行われていること

ｍたえず自己の営みを振り返っていること

３浮かび上がった１６の実践のポイント

伝え合いに関するのべ１１２の言説を分類整理

したところ，表ｌから３の左端の欄に示したよ

うに，伝え合う力を高める授業が成立するため

の実践上のポイントが計１６項目浮かび上がっ

てきた。

これらａからｐのポイントについて，さらに

共通項を探し，類型化を試みたところ，以下の

三つのカテゴリーに整理することができる。

〈伝え合いの【前提】に関わるポイント群〉

〈伝え合いの【実際】に関わるポイント群〉

〈伝え合いの【成果】に関わるポイント群〉

これらのカテゴリーと１６項目のポイントの

く伝え合いの【成果】に関わるポイント〉

、認識が拡げ深められたり，新たな思考や価

値が生み出されたりすること

ｏより良い人間関係が築かれること

ｐ日常生活に生きる言語運用の力が育成され

ること

伝え合いの【前提】にかかわるポイント［表１］
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伝え合いの【実際】にかかわるポイント ［表２］
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<Ｂ個と個とを結ぶ力〉としての，「（言葉による）コミュニケーション（伝え合い）の力」も，国語科の重要な学習事
項である。この力を身につけさせることにより，多くの個と個が結ばれ，〈手〉が象徴する経路を通って多様な情報が個
の中に流れ込んでくる。

｢『伝え合う力』を高める学習を創る」『実践国語研究207』明治図書,p127,2000.5

また ｢伝え合う」という共同作業の中では，子ども－人ひとりの個性が尊重され，生かされなければならない。それぞ
れの子どもの個性・差異を尊重するからこそ，それを共有しようとするプロセスやその結果としての価値の共有に意味が．
あるのである。

｢『伝え合う力』と『番くこと』との関係」『実践国語研究211』明治図書,p6,2000.9

言語を媒介として，何かが共有され，生み出されていく共同作業の過程として授業が成立していなければ，「伝え合う
力」は高まらない。

｢『伝え合う力』と『番くこと』との関係」『実践国語研究211』明治図書,p6,2000.9

子どもがテクストに対して示す多様な反応を交流させることを通して,読みと解釈の複数性を感じ取らせていくことが，
読むことの学習において「伝え合う」力を育てていくことにつながっていく 。

｢読みの複数性と読者の応答責任」『教育科学国語教育576』明治図書,p70,1999.6

したがって，教室という場が有機的な関係性をもち，教室という場における榊成要素としての学習者・指導者･学習材.
学習環境が互いに意味を持って関わり合うという状況を生み出すこととなる。
「『伝え合い』の学習・学習材・学習材化」『国語教育研究327』日本国語教育学会編,p4,1999.7

そこで，これからの社会を生きる力としての国語の力は，一方的に表現したり理解したりする力ではなく，自分の捉え
た疑問や課題等について互いに話し合ったり，必要なことを読み取り書きまとめたりできる総合的で双方向的なコミュニ
ケーション能力である。

この「コミュニケーション能力」に相当する和語が「伝え合う力」というわけである。
「『豊かに聴く力』こそ『伝え合う力』」『教育科学国語教育576』明治図書,p5,1999.6
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｢伝え合う」ということは，一方的な伝達ではなく，受け手の応答がある相互交渉活動であることを意味する。
｢主体的伝え合い活動の授業組織化」『教育科学国語教育576』明治図書,p39,1999.6

そもそも，「伝え合う」という状況は，自分一人ではどうしようもないことであり，相手との共同作業であることに思
い当たる。「伝え合う力」とは言語を媒介としながら共同作業を行う力なのである。
「『伝え合う力』と『書くこと』との関係」『実践国語研究211』明治図書,p6,2000.9

そこで，これからの社会を生きる力としての国語の力は，一方的に表現したり理解したりする力ではなく，自分の捉え
た疑問や課題等について互いに話し合ったり，必要なことを読み取り書きまとめたりできる総合的で双方向的なコミュニ
ケーション能力である。

この「コミュニケーション能力」に相当する和語が「伝え合う力」というわけである。
「『豊かに聴く力』こそ『伝え合う力』」『教育科学国語教育576』明治図響,p5,1999.6

学習指導要領の「伝え合う力」という言葉が，コミュニケーションという言葉を言い換えたものであるとすると，これ
までのコミュニケーションの訳として用いられてきた「伝達」という言葉は発信者からの単方向のものではなく，発信者
と受信者との双方向の関係性の中に成立する対話的な関係性を，そこには認めることができる。
「『書くこと』の指導観の転換」『教育科学国語教育576』明治図書,p43,1999.6

この「伝え合う力」には，コミュニケーションということが大きく関わってくる。ここでいうコミュニケーションとは，
これまでいわれてきた単なる伝達ということではなく，言語行動する主体が双方向性をもつ言語活動を行うということで
ある ｡

｢『話すこと・聞くこと』の学習材開発」『国語教育研究327』日本国語教育学会編,p29,1999.7

｢伝え合う力」を育成するにあたって，畳の上の水練からの脱却を意織したい。課題を提示して脅かせ，教師に提出さ
せて終わり，で完結させないことである。書いた文章を実際に読み手に読んでもらい，コメントを返してもらうことでく交
信〉するといった発想が求められている。また，行動の範囲も教室内にとどめず，教室外との関わりも含めてみつ必要が
指摘できる。

「〈わたし〉たちを発信するためのメディアづくり」『教育科学国語教育602』明治図番,ｐ10,2001.2

｢伝え合う」は，文字通り双方向の言語行為を意味している。しかも ｢伝え合う」という行為は相互に自分の考えや主
張を理解してもらえるように努力していくといった，〈意志〉的な言語行為を表している。
｢『伝え合う力』を高める双方向型作文学習の提案」『教育科学国語教育595』明治図書,p6,2000.9

このような場を豊富に用意して，伝えたい内容を持たせ，それを伝え合う必然性のある場の中で，児童生徒同士が積極
的に話し，聞き，聞いたことをまとめてまた伝えるといったやりとりとしての言語活動を意図的に，かつ日常的な状況と
して設けておくことがまず必要であろう。

｢系統的な対話指導を目指して」『教育科学国語教育594』明治図書,ｐ18,2000.8

｢伝え合う力」というのは，相手の話を受け止めながら，自分の考えを紡ぎ出し，それを相手に伝えていく言語活動を
営む能力と考えたい。

｢系統的な対話指導を目指して」『教育科学国語教育594』明治図書,ｐ17,2000.8
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伝え合いの【成果】にかかわるポイント [表３］
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４分類整理結果の考察

(1)【前提】に関わるポイント群の特徴

このポイント群には，実際の伝え合い実践を

行う際にあらかじめ確立しておかなければなら

ない事柄が集約されており，全項目の半数にあ

たる８項目が該当している。これは，実際に音

声や文字をやりとりする伝え合い活動に入る前

にクリアしておかなければならない問題が，意

識や状況設定等の多岐にわたって存在している

ことを物語っている。

前提に関わるこれら８項目は，伝え合い活動

を引き出し，成果を得るために重要な役割を

担っている。例えば，異質性の尊重は，伝え合

い活動の実質的な部分に直接的に関与し活動の

「当面の」成否を左右する要素ではないかもし

れないが，他者を尊重する土壌を学習者の内面

に築いておくことは，酌み合う，学び合う姿勢

を生み，認識や思考の拡がりとともに，より良

い人間関係を築くことを可能にする。指導に

よっては各ポイントの扱いに軽重が生じること

は当然予想されるが，認識の甘さや身勝手な理

由によって特定のポイントを常に軽視したり，

削除し続けたりすることは危険であり，実践の

際には注意が必要である。

たものとなる。

(3)【成果】に関わるポイント群の特徴

このポイント群には，伝え合い活動によって

「学習者がどのような状態にまで高まっている

べきであるのか」ということが示されている。

伝え合いによって，新たな思考やより良い人

間関係が築かれ，生活に生きて働く言語の力が

育っていく。そうした状態にまで学習者一人ひ

とりが高まっていくことが,伝え合いの【成果】

として求められているのである。

５研究のまとめ－成果と課題一

本稿においては，のべ１１２の言説を分類整理

し，１６項目の「伝え合う力を高める授業に求め

られる要素要件（実践上のポイント)」を導き出

した。これら１６項目は，単元の特性に応じて取

り上げ方に当然軽重がでてこようが，伝え合う

力を高める実践の場においては基本的に全てに

留意していくことが求められる。

次に，１６項目を，〈伝え合いの【前提】に関

わるポイント群〉〈伝え合いの【実際】に関わる

ポイント群〉〈伝え合いの【成果】に関わるポイ

ント群〉という三つのカテゴリーに分類した。

こうした基礎作業によって，全項目の半数に

あたる８項目がく伝え合いの【前提】に関わる

ポイント群〉に該当したものであるということ

が明らかになった。この結果は「実践にあたっ

ては，伝え合いに踏み込む前の段階において留

意すべき内容や準備が数多く存在することを認

識した上で，それら一つ一つを丁寧にクリアし

ていく必要がある」という貴重な指摘として受

け止めなければならないであろう。

しかしながら，本稿において行った分類整理

が恋意的であるということは否定できない。分

類整理の切り口が妥当かどうかという検証や，

分類基準となる各言説の共通点をどのレベルに

設定するかという点において厳密性を欠いてい

る。また，各ポイントの重要性や価値について

の言及ができなかったことも挙げられる。今後

(2)【実際】に関わるポイント群の特徴

このポイント群には，伝え合い活動の実践段

階において，学習者や場がどのような状態にあ

るべきか，ということに関する内容が集められ

ている。

前提として確立した諸要素を踏まえて実際に

言葉をやりとりする際には｢影響し合っている」

「双方向性をもっている」という状況を作り上

げていくことが求められる。また，学習活動の

すべてを教師任せにするのではなく，学習者自

身が自他の営みを形成的に見取っていくことも

必要である。

【実際】に関わるポイントを満たすことに

よって実際の伝え合い活動は活性化し，次の段

階において導き出される学習成果がより充実し
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の課題としたい。 る論文であっても，それが実践者の手になる場合

は，今回は分類・整理の対象とせず，資料として

扱わない。

4）表現こそ異なるが，内容的には「伝え合い」につ

いて記述されている言説も多い。しかし，今回の

分類整理においては，「伝え合い」「伝え合う力」

と文章中，もしくは論文タイトルに明確な表記の

あるものだけを取り上げ，その他は対象外とした。

注

1）紙幅の都合上，表中にあげた言説は引用箇所が限

られている。ご容認いただきたい。

2）表中に著者名，論文名等を記載した。また，特定

する必要上，「出版社名」「発行月」についてもあ

わせて記載した。

3）便宜上，本稿においては小・中学校及び高等学校

に所属する教員を実践者，大学その他研究機関に

所属する者（所属していた者）を研究者として位

置づける。そのため，『国語教育研究』「教育科学

国語教育」『実践国語研究」の各誌に掲載されてい
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